
臨床研究に関わる全ての方向け
(どなたでもご参加いただけます）

【お問い合わせ】
神⼾⼤学医学部附属病院 臨床研究推進センター
教育研修部⾨
TEL : 078-382-6849 
e-mail :ctrcedu-seminar@med.kobe-u.ac.jp

対 象

臨床研究推進センター

2023年11⽉22（⽔）
17:00 〜 18:00

受講希望の方へ

☞ (学内連絡）本セミナーは、臨床研究従事者等の年２回の必修講習に含まれます！

講師：

ホームページ
http://www.hosp.kobe-u.ac.jp/ctrc/researcher/seminar.html

本セミナーは、ライブ配信にて開催いたします。
11⽉21⽇（⽕）までに下記URLもしくはQRコードより
ご登録ください。
申込URL︓https://redcap-t1.med.kobe-u.ac.jp/redcap/surveys/?s=7MFNX7LNH7

このセミナーは、業務上必須のものではありませんので、原則、所定労働時間外であったとしても超過勤務⼿当は⽀給されま
せん。ただし、上司からの業務命令（指⽰）を受けた場合は超過勤務⼿当が⽀給されますので、申告してください。

なお、「神⼾⼤学⼤学院医学研究科⼜は医学部附属病院における臨床研究従事者等に関する教育・研修にかかる実施要項」で
規定されている、臨床研究従事者等が受講すべき教育・研修として本セミナーを選択し、上司からの承認を得て受講する場合
（各年度2回まで） 、所定労働時間外の受講については超過勤務⼿当が⽀給されますので、申告ください。

リアルワールドデータ（RWD）の利活⽤と世の中でよく⾔われるようになり、
医療RWDを新薬の承認申請に利⽤する、HL7 FHIRでデータを標準化して臨床研
究を効率化するなどセミナーや学会でも⽬にするようになりました。しかし、⾃
分の⾜元を⾒たときはどうでしょう。研究では、電⼦カルテから対象症例のカル
テを開いてエクセルにデータを打ち込んだり、EDCにデータを転記したりしてい
ませんか。病院にある電⼦カルテ・レセプト・DPCデータなどをデータの収集か
ら標準化、出⼒まで実⾏可能な状態にもっていけたら、医療RWDを利活⽤するこ
とにより、新薬の承認申請とか⼤それたことでなくとも、皆さんが取り組まれて
いる研究をもっと楽にできるかもしれません。

本セミナーでは、医療RWDの概要、現状を国内外の活⽤事例を含めてお話させ
て頂き、医療RWDでどんなことができるのか？どのような課題を克服しなければ
いけないのか？明⽇から⾃分でもちょっと医療RWDを利⽤してみよう、やってみ
よう、と思えるよう皆さんと⼀緒に考えてみたいと思います。
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株式会社Real Discovery Outdoors
代表取締役
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